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へレムⅠ城址 1A -1 号墓は 4 ～ 6 世紀の墓とみな
されており、断片状態ではあるものの染織品が出土
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( 図 1)、東西に 3 つの城址が並ぶことからタリン・
ゴルワン・へレム「平原の 3 つの城址」「三連城」
と呼ばれている ( 図 2)。
　2014 年のモンゴル・中国共同発掘調査により、
匈奴期のⅠ号城址 1A 土壇上に築かれた 1 号墓が調
査され、木棺に納められた人骨が出土した ( 図 3, 4)。
図 1　遺跡の位置
図 2　3基の城址とⅠ号城址 1A の位置
図 3　1A-1 号墓　平・断面図
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織密度 (/cm)：64 × 49






















1640 ± 33 -23.7
 384AD (37.1%) 439AD
460AD ( 9.9%) 478AD
496AD (21.3%) 534AD

















ず ( 数㎜ ) を用いた。




織密度 (/cm)：60 × 44
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2 断片は皮製布地である。




織密度 (/cm)：53 × 37
糸径 (mm)：0.15 ～ 0.2、0.2 ～ 0.25
糸撚：なし
　 材 質 は 絹、 技 法 は 平 織 で あ る。 撚 り の な い







3-2. 未分類 (番号なし )平織物② ( 図 11, 13, 14)
用途：不明
材質：獣毛 ( 羊？ )
技法：平織
織密度 (/cm)：26 × 8
糸径 (mm)：0.5 ～ 1、0.3 ～ 0.6
糸撚：Z 撚り
　獣毛製の毛織物である。技法は平織物であり、糸










図 7　平織物 (IA-M1:2) 拡大
図 8　平織物 (IA-M1:2) 縫糸
図 9　平織物 (IA-M1:12)
図 10　平織物 (IA-M1:12) 拡大
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　モンゴル高原から出土した毛織物を観察すると Z
方向に撚られた糸がほとんどであり、早くとも匈








に見られるスケール ( 鱗状細胞 ) の形状からは羊毛
に最も近い特徴が見られた。
4. 毛皮製品 (IA-M1:11)　( 図 15, 16, 17)
用途：袋？
材質：毛皮・絹糸

































































ひ こ し ゅ う
袴褶」とあることから、皮
製のズボンも用いられていたことが分かる。タリン・
ゴルワン・ヘレムⅠ城址 1A -1 号墓からも皮製布地










フェルトの天幕 ( 氈帳 ) や皮製の衣服 ( 袴など ) を
図 15　毛皮製品 (IA-M1:11)
図 16　毛皮製品 (IA-M1:11) 縁飾部



































































いる (19。さらに、拓跋珪が皇始 2 年 (397) に後燕
の中山を攻めた際、職人を含む 10 万余名を国都で




























































リン・ゴルワン・ヘレムⅠ城址 1A -1 号墓出土染織

































参照 [Erdenebat, Batbayar 2013: 195-215]。


















に匈奴期から変わらない技法が見られる [ 村上 2016: 
683-685]。
12) 柔然資料輯録 [中國科學院歴史研究所史料編纂組編: 
52] に記載あり。原典は『大藏經續高僧傳』第二十五
頁十上魏洛京永寧寺天竺僧勒那漫提傳。
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20)『魏書』巻 2「太祖記」[ 中華書局標点本 : 32]。
21)『魏書』巻 4 下「世祖記」[ 中華書局標点本 : 100]。
22) 山謙之『丹陽記』( 北宋 李昉『太平御覧』巻 815: 
3624)。北方の先進的な技術を導入し、417 年に南
京城内南の河畔にあった闘場寺に作られた最初の官













手していたと推測している [ 内田 1975]。
図版出典：
図 1　著者作成
図 2　吉林大学考古学院ほか 2020, p.21 図 2 に加筆
図 3　内蒙古自治区文物考古研究所ほか 2015, p.34 図 2
図 4　測定値については、内蒙古自治区文物考古研究所
ほか [2015: 40-41] に基づく。OxCal onlne で再較正。
図 5　内蒙古自治区文物考古研究所ほか 2015, p.34 図
3; Ochr A. et al. 2015, p.384 図 4
図 6 ～ 8, 10 ～ 17　著者
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録 : 中國科學院歴史研究所資料叢編』中華書局 .
＜モンゴル語＞
Erdenebat U., Batbayar T.: Эрдэнэбат У., Батбаяр Т., 
2013, Хар Балгасын оршин суугчдал холбогдох шинэ 
олдворууд, Археологийн даавуу, зөөлөн эдлэлийн 





永志 , Ankhbayar B. 薩
Sarenblge Ch.
仁畢力格 , Tserenbyamba 
Kh.: Очир А., Чэнь Ёнжи, Анхбаяр Б., Саранбилэг Ч., 
Цэрэнбямба Х. 2015, Талын гурван хэрмийн Жужан 
булш, Археологийн судлал, Tom. XXXV: 380-404. [「タリ
ン・ゴルワン・ヘレムの柔然墓」『考古学研究』35]
